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の途轍もなく大きな社会全体の取り組みが必要と言える。DOHaD は第二のダーウィニズムと言われて
久しいが、益々その学説の重要性が痛感される。ところが低出生体重児の頻度が高止まりしている一
方で、20代女性の痩せ頻度に低下傾向が出てきている。この低下は、栄養の重要性を理解して適切な
栄養を摂取する女性が増えている好ましい結果であると信じたい。しかし一つの危惧は、低出生体重
の女児で早期の体重キャッチアップを起こすと体脂肪量が増えることにより、初経年齢の早期化や多
卵巣のう胞症候群を含む肥満のリスクの高くなることである。やせ頻度の低下にこの様なグループの
含まれていないことを願っている。 
一部の産婦人科施設では、DOHaDに基づいて、妊娠前、妊娠中、子育て中の栄養の具体的な患
者への教育に積極的に取り組み成果を挙げている。従来の疾病治療という医療から、疾病予防・健康
確保を目指す先制医療という医師・栄養士・看護師・事務関係者等がその共通認識の下に新たな医療
を目指した施設が出てきている。その例として平均出生体重の増加を示している高崎市の舘出張佐藤
病院が挙げられる。多くの施設でこの取り組みが行われていくことを願っている。 
新たな研究テーマの一つとして、ハイリスク児のスクリーニング法の確立とそのリスクを軽
減する育児介入方法の解明がある。栄養、育児方法、腸内細菌叢 microbiota、あるいは薬物治療を含
めたリスク軽減方法の開発研究が行われており、その成果の有効性が報告されている。また発達障害
に対しては、環境化学物質、精神的ストレス、栄養、エピジェネティック等の多方面からの原因究明
が活発に行われている。自閉症の治療の一つに臍帯血治療があり、本邦でもその治験が進んでおり大
きな期待が持たれている。この様に、DOHaD の具体的な重要性が認知されてきており、大きな期待の
元に私達日本 DOHaD研究会の責務が大きくなっている事を実感しています。 
 
 
 
